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54ア タバ コ の 飆 L3 ホ モ ロ グ遺伝子の 単離 と機能解析

（奈良先端大 ・バ イ オ）O 與 那嶺 育子 、中川 篤、仲 山 英樹 、吉田 和哉、

新名 惇彦

1目的 1 酵母 （ε躍 融 ・軅 y ・鄭 ・・c 柚 e） におい て 、H ・13et　E｝a　i」ン 酸化酵素 （P副 ）の

調節サ ブユ ニ ッ トと して 働 き、耐塩 性お よ び細胞周期制御に機能 して い る 。 また植物 に

お い て もシ ロ イ ヌ ナズナ（A 齣 fδq細翻 ha撫 蹶 ）よ り2種の HAL3 ホ モ ロ グ遺伝 子 （燦 雌 3）
が単離 され て お り、酵母 同様 に藤塩性 お よ び細胞周期制御に 関与 して い る こ とが示唆 さ

れ て い るが、機能 の 詳細 に つ い て は不明で あ る
。 本研究で は 、 タバ コ （赫 co勲 m 紡 鋼  

ffAL3 ホモ ロ グ遺伝 了 （NtNIAL ．3）の 塩抵抗性 に お け る機能を解明す る こ とを 目的 と した

解析 を行 っ た 。

1方法及 び結果l　 A．・tffA．L3tsの 部分塩基配列をもと に 、
シ ロ イヌ ナ ズ ナの mRNA を鋳型

とする RT −PCR に よ っ て得 られた603　bpの 部分 DNA 断片 をプ ロ
ー

ブ として 、 タ バ コ 培養細
胞 （N ．　！abacum ，　BY2 ）か ら．｝VtHAX ，3　a 　cDNA （且246　bp）を 単離 した 。

　 Nf齟 乙3　a を プ ロ
ー

ブ

に タ バ コ 植物 体か らさらに 2種 、NgUAg ．3　b　fcDNA （i6  7　bp）とNtffAL ．3　scDNA （13−51bp ）を

単離 した 。 各遺伝．
子を特異的に識別する プ ラ イ マ ・一を用 い たRT −PCR 法に よ り、 3 種の

醗 崩 L3 遺伝子 は Nil．iC ：1 の 有無に か かわ らず構成的 に 発現 して い る こ とが わか っ た c さ

らに 、NeHAL ．3　a を過剰 発現 させ た形 質転換 タ バ コ が 1 O　mM 　Na （JLの ス トレ ス に 対 して 耐

性 を示 した 。
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〔目的】 本研究 は 、 酵 母等 で 開発 し て き て い る 細胞表 層工 学 を用 い て 、 環 境浄化 に

役 立つ トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク植物を劇製す る こ とに 目標 を置き、そ の 第
．
椴 階 と して

細胞 に 自 ら§的 とす る タ ンパ ク質 を外来 シ グナル 配列 を利用 して 分泌 させ よ うと 試

み る もの で ある。指標 タ ンパ ク 質 と して は．オ ワ ン ク ラゲ Aegeeorea　vicgoria 由来の

EGFP （Enhanced 　Greeas　Fluorescent　Protein） を用 いて い る 。

【方法 と結 果達 植物細胞 と して タ バ コ 培養紐 胞 纏 Y2 ） を用 い 、 5味 端 に 分泌 シ グ

ナル をコ ー ドす る遺伝子 をつ な い だ EGFP 遺伝子 を組み込ん だ。分泌 シ グナル 配列

は 、 植物 自身の もの で な く、カ ビの
一

種で あ る Rhizopees　o 贋 潔 由来 の ＄lmscoamylase

の 分泌 シ グナルを 駅 い た 。 得 られ た形質転換体 を調べ た とこ ろ 、 EGFP の 分泌 が確

認 され た 。 植物 に お い て 異種 由来の シ グナ ル 配列 が使用 され た例 は 少な く 、 カ ビ 由

来の 分泌 シ グナル を用 い た本試み は 、今後、植物細胞 へ の 異種遺伝子 資源 の 導入 に

よ る トラ ンス ジ ：1　 ：
・
ッ ク細胞 の 育種 な どに も展 開で き る もの と考 えて い る 。 康た 、

植物細胞 へ の 細胞表層工 学 の 漕入 へ の 足場 となる こ とも期待 され る。
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